豊栄病院　地域医療連携室だより　　平成２９年５月号

チューリップは横から撮らないとダメですか？
今月も、連携室便りをお届けします。
[image: image4.png]



臨床検討会のお知らせ

日時；平成２９年５月９日（火）　午後６時

場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール

内容：「DNAR指示を考える」

　　　背景と症例提示　豊栄病院　柄澤良

　　　看取りを行っている５施設の症例提示

　　　　新潟北愛宕の園、愛宕の園、なぎさの里、
松浜さくら園、尾山愛広苑

　　　DNAR指示の考え方の傾向　

豊栄病院　安部達也

共催：新潟市在宅医療介護連携ステーション北

多死社会の到来とともに、施設でも在宅でも看取りが増えていくことになります。このため、在宅でも施設でも病院でも、あるいは他施設との連携の上でも、「DNAR指示の有無」はとても重要な情報になります。新潟市北区の施設間でDNAR指示についての理解を深めていくことがストレスのない連携につながると信じます。そこで、５月の臨床検討会は「DNAR指示」についてみんなで考えたいと企画しました。最初に施設間連携という点で「DNAR指示」の情報があった方が良かった事例を提示して今回の企画の背景を説明します。そのあと、北区で実際に看取りを行っている５施設に、DNAR指示をとった症例の事例紹介をしていただきたいと考えています。最後に「DNAR指示の考え方の最近の傾向」をまとめてもらいます。DNAR指示について、みんなで考えましょう。問い合わせは天木まで。
●One of the Suggestive Cases (OSC；おすし)
97歳女性。腎不全、心不全、心房細動で内科受診中。数年前に骨折の後整形外科受診中。1週間前からの頬～顎部の腫脹、疼痛と数時間前からの発熱を主訴に夜間救急外来を受診。急性耳下腺炎を疑われ、抗生剤の点滴を受け翌朝内科受診。アミラーゼ上昇なし。口腔内感染のリンパ節・皮下組織への波及を疑い、歯科診察を依頼。歯は1本もないが、排膿を伴う瘻孔を指摘。CT検査で、下顎骨の壊死、骨髄・周囲皮下組織への炎症波及を認めた。いわゆる顎骨壊死。骨粗鬆症の治療は受けていたらしいが薬手帳にはビタミンDだけ。ご家族の話では、半年に1回の注射をうけていたとのこと。プラリア皮下注の治療を受けていたらしい。同症は骨粗鬆症治療中に発症することのある比較的稀な副作用とされる。最近は週1、月1の内服の他、1ヵ月、6か月、12か月に1回の注射剤もあり、他院、他科で治療されている場合の把握が困難である。また、薬効消失まで長時間かかるのも問題かもしれない。今回、同症の患者を初めて診療した。注射の情報なし、歯なし、当然歯科治療なし。頭の片隅にも同症を疑えなかった。運よく歯科の先生に迅速に対応していただけた。注射処方も薬手帳に記載してほしい・・・（菊地博）。
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編集：カモを見てると癒されるなあ。副院長　柄澤良
豊栄病院　患者総合支援センター　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784
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